
《
論
　
　
説
》韓

国
に
お
け
る
学
校
暴
力
判
例
の
争
点

―
―
学
校
暴
力
予
防
法
制
定
後
の
変
化
を
中
心
に
―
―

小　
　

島　
　

優　
　

生

は
じ
め
に

周
知
の
通
り
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
に
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
は
、
い
じ
め
の
定
義
を
「
児

童
等
に
対
し
て
、
当
該
児
童
等
が
在
籍
す
る
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
等
、
当
該
児
童
生
徒
等
と
一
定
の
人
間
関
係
に
あ
る
他
の
児
童
等

が
行
う
心
理
的
ま
た
は
物
理
的
な
影
響
を
与
え
る
行
為
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
を
含
む
。）
で
あ
っ
て
、
当
該

行
為
の
対
象
と
な
っ
た
児
童
等
が
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
も
の
」
と
し
、
従
来
の
文
部
科
学
省
に
よ
る
調
査
等
の
い
じ
め
の
定
義

か
ら
大
き
く
拡
大
さ
せ
、
そ
し
て
重
大
事
件
発
生
時
の
調
査
実
施
や
情
報
提
供
等
を
学
校
及
び
学
校
の
設
置
者
に
義
務
付
け
た
。　　

　

学
校
及
び
学
校
の
教
職
員
に
対
し
て
は
、
同
法
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
保
護
者
や
地
域
住
民
児
童
相
談
所
そ
の
他
の
関
係
者
と
の

連
携
を
図
り
つ
つ
学
校
全
体
で
い
じ
め
の
防
止
及
び
早
期
発
見
に
取
り
組
む
と
と
も
に
い
じ
め
が
あ
る
場
合
に
は
適
切
か
つ
迅
速
に
こ

れ
に
対
処
す
る
責
務
を
有
す
る
と
規
定
し
て
い
る
（
第
八
条
）。
こ
の
よ
う
に
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
制
定
は
、
各
校
そ
れ
ぞ
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れ
の
い
じ
め
対
策
を
否
定
し
、
組
織
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
法
的
に
義
務
づ
け
た
。
本
法
は
、
市
川
が
指
摘
す
る
様
に
、「
い
じ
め
が

許
さ
れ
な
い
違
法
行
為
と
し
て
広
く
承
認
さ
れ
、
被
害
者
側
が
救
済
を
求
め
て
学
校
・
教
育
委
員
会
へ
行
動
を
起
こ
す
た
め
の
垣
根
を

低
く
す
る
役
割
を
果
た
し
た
」
点
で
は
評
価
さ
れ
る
。

一
方
、本
稿
に
お
い
て
対
象
と
す
る
韓
国
で
は「
学
校
暴
力
予
防
及
び
対
策
に
関
す
る
法
律
」（
以
下「
学
校
暴
力
予
防
法
」と
す
る
。）

が
、
二
〇
〇
四
年
に
制
定
さ
れ
た
。
学
校
暴
力
予
防
法
の
論
理
構
成
は
、
日
本
と
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
二
〇
一
二
年

に
改
正
さ
れ
た
学
校
暴
力
予
防
法
を
対
象
と
す
る
が
、
ま
ず
、
学
校
暴
力
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
脅
迫
や
、
暴
行
な
ど
具
体
的
な
行
為

を
列
挙
し
て
そ
れ
に
相
応
の
懲
戒
を「
学
校
暴
力
予
防
及
び
対
策
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」に
お
い
て
定
め
る
な
ど
、い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
・

ト
レ
ラ
ン
ス
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
暴
力
行
為
を
行
っ
た
生
徒
に
対
す
る
懲
戒
や
、
被
害
者
に
対
す
る
保
護
等
は
教
員
で

は
な
く
、
保
護
者
が
多
数
を
占
め
る
学
校
暴
力
自
治
委
員
会
（
以
下
、
自
治
委
員
会
と
す
る
。）
に
て
決
定
す
る
。
言
い
換
え
る
と
教

員
の
義
務
は
、
学
校
暴
力
を
発
見
し
た
際
の
通
報
義
務
に
限
定
さ
れ
、
一
旦
事
案
が
学
校
暴
力
自
治
委
員
会
の
案
件
と
な
っ
た
場
合
に

は
そ
れ
以
降
、
教
員
は
関
与
し
な
い
。
こ
の
学
校
暴
力
予
防
法
に
関
す
る
先
行
研
究
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
傾
向
が
あ
る
。
第
一
は
、

法
の
運
用
に
関
す
る
分
析
と
改
善
案
の
提
示
を
目
的
と
す
る
論
文
で
あ
る
。
例
え
ば
キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ョ
ン
（
김
연
천
、
二
〇
一
二
）
は
、

二
〇
一
二
年
法
に
関
し
て
被
害
生
徒
の
実
質
的
な
救
済
の
不
備
や
加
害
生
徒
に
対
す
る
制
裁
が
不
十
分
で
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
改
善

策
を
提
示
し
て
い
る
。

も
う
一
方
が
主
に
学
校
暴
力
自
殺
事
件
の
判
例
に
対
す
る
研
究
群
で
あ
る
。
例
え
ば
イ
・
デ
ソ
ン
（
이
태
성
、
二
〇
一
二
）
は
、
こ

れ
ま
で
の
学
校
暴
力
や
学
校
事
故
に
関
す
る
判
例
を
整
理
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
教
員
の
法
的
責
任
を
刑
事
責
任
、
民
事
責
任
、
行
政

責
任
に
分
け
て
考
察
を
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
韓
国
の
学
校
暴
力
予
防
法
に
関
す
る
研
究
は
、
二
〇
〇
九
年
の
法
改
正
を
検
討
対
象
と
し
た
澤
田
（
二
〇
〇
九
）、

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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日
韓
に
お
け
る
い
じ
め
対
策
と
道
徳
教
育
を
比
較
し
た
も
の
と
し
て
小
島
（
二
〇
一
九
）、
韓
国
で
の
調
査
結
果
や
刑
事
政
策
院
等
で

の
法
改
正
に
関
す
る
議
論
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
小
島
（
二
〇
二
〇
）
の
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
法
制
度
の
紹
介
・
分
析
が
中
心
で

あ
り
、
管
見
の
限
り
で
は
韓
国
の
学
校
暴
力
判
例
は
も
と
よ
り
、
教
育
判
例
に
関
し
て
の
研
究
は
皆
無
で
あ
る
が
、
学
校
暴
力
の
先
鋭

的
な
現
れ
で
あ
る
判
例
研
究
と
制
度
研
究
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
当
該
国
の
教
育
制
度
や
法
的
特
徴
が
よ
り
顕
在
化
す
る
も
の
と

考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
学
校
暴
力
予
防
法
制
定
前
後
に
お
け
る
判
例
の
整
理
と
争
点
の
検
討
を
本
研
究
の
課
題
と
し
て
設

定
し
た
。

具
体
的
に
は
、
一
．
に
お
い
て
学
校
暴
力
予
防
法
の
概
要
を
明
ら
か
に
す
る
。
続
く
二
．
に
お
い
て
学
校
暴
力
予
防
法
制
定
を
前
後

し
て
提
起
さ
れ
た
五
つ
の
判
例
を
紹
介
し
、
三
．
で
韓
国
に
お
け
る
学
校
暴
力
予
防
法
制
に
お
け
る
争
点
の
検
討
を
行
う
。

一
．
学
校
暴
力
関
連
法
判

第
一
節
　
学
校
暴
力
予
防
法
の
概
要

韓
国
で
は
、
学
校
暴
力
の
社
会
問
題
化
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
と
さ
れ
る
。
日
本
と
比
較
す
る
と
非
常
に
「
新
し
い
問
題
」
で
あ
り
、

判
例
の
蓄
積
も
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
で
あ
る
。

学
校
暴
力
死
や
学
校
暴
力
を
原
因
と
し
た
自
殺
が
相
次
ぎ
、
政
府
は
「
学
校
暴
力
根
絶
総
合
対
策
」
を
策
定
し
、
警
察
庁
は
「
学
校

担
当
警
察
官
」
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、
学
校
暴
力
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
も
学
校
暴
力
事
件
が
発
生
し
た
た
め
、
市
民
団

体
を
中
心
に
立
法
化
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
に
は
「
青
少
年
の
暴
力
予
防
財
団
」
が
中
心
と
な
っ
て
三
五
万
人
分
の
署
名

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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を
集
め
て
立
法
の
請
願
が
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
立
法
化
が
進
め
ら
れ
た
が
、
既
存
の
少
年
法
等
を
改
正
・
補
完
す
る
案
と
、
特
別
法

を
立
法
す
る
案
と
が
あ
っ
た
。
既
存
法
に
は
青
少
年
処
罰
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
た
め
に
、
被
害
者
保
護
、
加
害
者
の
教
育
・
治
療
、

そ
し
て
紛
争
を
調
整
・
仲
裁
す
る
機
構
が
な
い
こ
と
か
ら
後
者
と
な
っ
た
。

こ
の
様
な
経
緯
か
ら
、
同
法
一
条
で
は
、
法
の
目
的
に
つ
い
て
以
下
の
様
に
規
定
す
る
。

第
一
条
（
目
的
）
こ
の
法
律
は
、
学
校
暴
力
の
予
防
と
対
策
に
必
要
な
事
項
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
児
童
生
徒
の
保
護
、
加

害
児
童
生
徒
の
善
導
、
教
育
と
被
害
・
加
害
児
童
生
徒
間
の
紛
争
の
調
整
を
通
じ
て
、
児
童
生
徒
の
人
権
を
保
護
し
、
児
童
生
徒
を
健

全
な
社
会
構
成
員
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
立
法
経
緯
と
、
第
一
条
の
目
的
規
定
か
ら
こ
の
学
校
暴
力
予
防
法
は
「
教
育
を
目
的
と
し
た
法
律
」
で
あ
る
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
・
ガ
ヨ
ン
（
이
가
영
、
二
〇
一
九
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
二
〇
一
一
年
に
大
邱
で
発
生
し
た

学
校
暴
力
事
件
が
き
っ
か
け
で
、
法
の
目
的
が
教
育
か
ら
懲
戒
型
に
変
化
し
た
。
以
降
、
学
校
暴
力
予
防
法
の
趣
旨
と
、
規
定
内
容
に

矛
盾
が
見
ら
れ
る
。
最
新
の
学
校
暴
力
予
防
法
は
二
〇
二
〇
年
に
改
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
ま
だ
実
践
・
研
究
と
も
に
蓄
積
が

な
い
た
め
、
以
下
で
は
二
〇
一
二
年
に
改
正
さ
れ
た
学
校
暴
力
予
防
法
を
概
観
す
る
。

（
一
）
学
校
暴
力
の
定
義

学
校
暴
力
予
防
法
第
二
条
の
一
に
お
け
る
定
義
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
二
条
（
定
義
）
一　

学
校
暴
力
と
は
、
学
校
内
外
で
児
童
生
徒
間
に
発
生
し
た
傷
害
、
暴
行
、
監
禁
、
脅
迫
、
略
取
・
誘
引
、
名
誉

毀
損
・
侮
辱
、
強
姦
、
強
要
・
強
制
的
な
使
い
走
り
や
性
暴
力
、
い
じ
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
い
じ
め
、
情
報
通
信
網
を
利
用
し
た
猥

褻
・
暴
力
情
報
等
に
よ
り
身
体
・
精
神
ま
た
は
物
的
被
害
を
伴
う
行
為
を
い
う
。
な
お
、
こ
こ
で
の
「
い
じ
め
」
と
は
、
学
校
内
外
で

（
8
）

（
9
）

（
10
）
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二
人
以
上
の
児
童
生
徒
が
特
定
の
人
や
特
定
の
集
団
の
児
童
・
児
童
生
徒
を
対
象
に
継
続
的
に
、
ま
た
は
繰
り
返
し
物
理
的
ま
た
は
心

理
的
な
攻
撃
を
加
え
て
、
相
手
が
痛
み
を
感
じ
る
よ
う
に
す
る
一
切
の
行
為
を
指
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
い
じ
め
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
な
ど
の
情
報
通
信
機
器
を
利
用
し
て
、
児
童
生
徒
が
特
定
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
継
続
的
、
反
復
的
に
心
理

的
な
攻
撃
を
し
た
り
、
特
定
の
児
童
生
徒
に
関
す
る
個
人
情
報
や
、
虚
偽
の
事
実
を
流
布
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
が
苦
痛
を

感
じ
る
よ
う
に
す
る
一
切
の
行
為
を
言
う
。

そ
の
特
徴
は
、
第
一
に
具
体
的
行
為
の
列
挙
、
第
二
に
犯
罪
用
語
の
使
用
で
あ
る
。
学
校
暴
力
予
防
法
は
少
年
法
等
の
特
別
法
と
し

て
成
立
し
て
い
る
た
め
、
行
為
に
対
す
る
措
置
（
懲
戒
）
が
大
統
領
令
で
規
定
さ
れ
る
「
罪
刑
法
定
主
義
」
の
理
念
を
継
承
し
て
い
る

た
め
で
あ
る
。

学
校
暴
力
行
為
が
刑
法
上
の
犯
罪
行
為
と
同
一
と
み
な
せ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
キ
ム
・
ソ
ン
デ
（
김
성
태
、
二
〇
一
五
）
は
、

学
校
暴
力
予
防
法
の
趣
旨
で
あ
る
「
教
育
目
的
」
に
基
づ
い
て
の
判
断
を
主
張
す
る
が
、
キ
ム
・
ガ
ン
ソ
ク
（
김
간
석
、
二
〇
一
八
）

は
、
学
校
暴
力
予
防
法
が
懲
戒
法
的
性
質
を
有
す
る
と
主
張
し
、
基
本
的
に
は
同
一
と
み
な
す
。

こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
様
に
、（
事
例
三
）
同
一
の
学
校
暴
力
事
件
に
つ
い
て
検
察
庁
で
は
「
嫌
疑
な
し
」
と
さ
れ
、
学
校
暴
力
予

防
法
上
で
は
学
校
暴
力
が
認
定
さ
れ
る
と
い
う
二
重
基
準
も
惹
起
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
い
じ
め
法
の
定
義
に
つ

い
て
市
川
が
指
摘
す
る
「
い
じ
め
の
定
義
の
広
範
さ
か
ら
、（
い
じ
め
法
上
は
）
確
か
に
い
じ
め
定
義
に
該
当
す
る
行
為
（
い
じ
め
）

が
認
定
さ
れ
て
も
、
行
為
の
不
法
行
為
法
上
の
違
法
性
が
否
定
さ
れ
、
損
害
賠
償
責
任
が
棄
却
さ
れ
る
」
事
例
と
同
様
の
構
図
を
感
じ

さ
せ
る
。

（
11
）

（
12
）
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（
二
）
措
置
と
学
校
生
活
記
録
簿
へ
の
記
載

学
校
暴
力
が
発
生
し
た
際
の
被
害
者
保
護
や
加
害
者
に
対
す
る
教
育
措
置
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
一
六
条
（
被
害
児
童
生
徒
の
保
護
）
①
自
治
委
員
会
は
、
被
害
児
童
生
徒
の
保
護
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
被
害

児
童
生
徒
に
対
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
措
置
（
複
数
の
措
置
を
併
科
す
る
場
合
を
含
む
）
を
す
る
こ
と
を
学
校
の
長

に
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
学
校
の
長
が
被
害
児
童
生
徒
の
保
護
の
た
め
に
緊
急
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
、
ま
た
は
被
害

児
童
生
徒
が
緊
急
保
護
の
要
請
を
し
た
場
合
に
は
、
自
治
委
員
会
の
要
請
に
よ
ら
ず
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
六
号
の
措
置
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
自
治
委
員
会
に
直
ち
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
．
学
内
外
の
専
門
家
に
よ
る
心
理
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス

二
．
一
時
保
護

三
．
治
療
と
治
療
の
た
め
の
療
養

四
．
ク
ラ
ス
の
交
換

五
．（
二
〇
一
二
年
改
正
に
よ
り
削
除
）

六
．
そ
の
他
被
害
児
童
生
徒
の
保
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置

第
一
七
条
（
加
害
児
童
生
徒
に
対
す
る
措
置
）
学
校
暴
力
自
治
委
員
会
は
被
害
児
童
生
徒
の
保
護
と
加
害
児
童
生
徒
の
善
導
・
教
育
の

た
め
に
次
の
各
号
の
ど
れ
か
一
つ
に
該
当
す
る
措
置
（
複
数
の
措
置
を
併
課
す
る
場
合
を
含
む
）
を
す
る
こ
と
を
学
校
の
長
に
要
請
し

な
く
て
は
な
ら
ず
、
各
措
置
別
の
適
用
基
準
は
大
統
領
令
に
定
め
る
。
た
だ
し
、
退
学
処
分
は
義
務
教
育
課
程
に
あ
る
加
害
児
童
生
徒

に
対
し
て
は
適
用
し
な
い
。

一
．
被
害
児
童
生
徒
に
対
す
る
書
面
謝
罪
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二
．
被
害
児
童
生
徒
及
び
申
告
・
告
発
児
童
生
徒
に
対
す
る
接
触
、
脅
迫
及
び
報
復
行
為
の
禁
止

三
．
学
校
で
の
奉
仕

四
．
社
会
奉
仕

五
．
学
校
外
専
門
家
に
よ
る
特
別
教
育
履
修
ま
た
は
心
理
治
療

六
．
出
席
停
止

七
．
ク
ラ
ス
の
交
換

八
．
転
校

九
．
退
学
処
分

②
第
一
項
に
よ
り
自
治
委
員
会
が
学
校
の
長
に
加
害
児
童
生
徒
に
対
す
る
措
置
を
要
請
す
る
際
に
、
そ
の
理
由
が
被
害
児
童
生
徒
や
申

告
・
告
発
児
童
生
徒
に
対
す
る
脅
迫
ま
た
は
、
報
復
行
為
の
場
合
に
は
同
じ
項
各
号
の
措
置
を
併
課
ま
た
は
措
置
内
容
を
加
重
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

③
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
処
分
を
受
け
た
加
害
児
童
生
徒
は
教
育
庁
が
定
め
た
機
関
で
特

別
教
育
の
履
修
や
心
理
治
療
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
機
関
は
自
治
委
員
会
で
決
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
ど
の
措
置
を
採
用
す
る
か
は
、
学
校
暴
力
予
防
法
施
行
令
一
九
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
通
り
、
①
深
刻
性
・
継
続
性
・
故
意

性
、
②
加
害
者
の
反
省
度
、
③
善
導
の
可
能
性
、
④
被
害
・
加
害
者
の
和
解
の
程
度
、
⑤
被
害
者
が
障
害
を
有
し
て
い
た
か
否
か
の
基

準
に
乗
っ
取
っ
て
、
自
治
委
員
会
が
決
定
し
、
校
長
へ
措
置
の
実
施
を
要
請
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

チ
ョ
ン
・
サ
ヒ
ョ
ン
（
정
사
형
、
二
〇
一
六
）
は
、
こ
れ
ら
の
措
置
が
「
教
育
的
」
措
置
で
は
な
く
懲
罰
的
内
容
で
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
個
々
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
抑
止
効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
加
害
事
実
は
学
校
生

（
13
）

（
14
）
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活
記
録
簿
（
内
申
書
）
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
で
抑
止
効
果
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
記
載
を
命
じ
る
国
側
と
記
載
を
拒
否
す
る
地
方
行

政
と
の
間
で
、
大
き
な
論
争
と
な
っ
た
。

（
三
）
学
校
暴
力
対
策
自
治
委
員
会

各
学
校
に
設
置
さ
れ
る
「
学
校
暴
力
対
策
自
治
委
員
会
」
は
、
学
校
暴
力
の
加
害
者
・
被
害
者
に
対
す
る
措
置
を
決
定
し
、
実
行
を

校
長
に
要
請
す
る
。
自
治
委
員
会
の
機
能
や
構
成
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

第
一
二
条
（
学
校
暴
力
対
策
自
治
委
員
会
の
設
置
・
機
能
）
①
学
校
暴
力
の
予
防
及
び
対
策
に
関
連
し
た
事
項
を
審
議
す
る
た
め
に
学

校
に
学
校
暴
力
対
策
自
治
委
員
会
（
以
下
〝
自
治
委
員
会
〟）
を
お
く
。
た
だ
し
、
委
員
会
構
成
に
お
い
て
大
統
領
令
で
定
め
る
理
由

が
あ
る
場
合
に
は
教
育
長
へ
の
報
告
を
得
て
二
つ
以
上
の
学
校
が
共
同
で
自
治
委
員
会
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
自
治
委
員
会
は
学
校
暴
力
の
予
防
及
び
対
策
等
の
た
め
に
次
の
各
号
の
事
項
を
審
議
す
る
。

一
．
学
校
暴
力
の
予
防
及
び
対
策
樹
立
の
た
め
の
学
校
体
制
構
築

二
．
被
害
児
童
生
徒
の
保
護

三
．
加
害
児
童
生
徒
に
対
す
る
善
導
及
び
懲
戒

四
．
被
害
児
童
生
徒
と
加
害
児
童
生
徒
間
の
紛
争
調
整

五
．
そ
の
他
大
統
領
令
に
定
め
る
事
項

第
一
三
条
（
自
治
委
員
会
の
構
成
・
運
営
）
①
自
治
委
員
会
は
委
員
長
一
人
を
含
む
五
人
以
上
一
〇
人
以
下
の
委
員
で
構
成
す
る
。
大

統
領
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
全
体
委
員
の
過
半
数
を
保
護
者
全
体
会
議
で
直
接
選
出
さ
れ
た
保
護
者
代
表
に
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
た
だ
し
保
護
者
全
体
会
議
で
保
護
者
代
表
を
選
出
す
る
こ
と
に
困
難
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
学
級
別
代
表
で
構
成
さ
れ
た
保
護

（
15
）

（
16
）

（
17
）
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者
代
表
会
議
で
選
出
さ
れ
た
保
護
者
代
表
に
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

学
校
暴
力
発
生
か
ら
校
長
に
よ
る
被
害
者
の
保
護
・
加
害
者
へ
の
教
育
的
措
置
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
ま
ず
校
内
で
学
校
暴
力
が
発

生
し
た
こ
と
を
教
員
が
発
見
、
ま
た
は
児
童
生
徒
が
申
告
す
る
と
、
教
員
は
校
長
や
校
内
の
学
校
暴
力
専
担
機
構
に
申
告
す
る
。
専
担

教
員
は
事
案
の
調
査
を
し
、
校
長
は
自
治
委
員
会
を
召
集
す
る
。
専
担
機
関
に
よ
る
調
査
報
告
や
被
害
者
・
加
害
者
の
意
見
陳
述
な
ど

を
経
て
、
学
校
暴
力
自
治
委
員
会
で
措
置
を
決
定
し
校
長
に
通
告
す
る
。
校
長
は
そ
の
通
告
に
従
っ
て
被
害
児
童
生
徒
の
保
護
や
、
加

害
児
童
生
徒
へ
の
措
置
を
実
施
す
る
。
措
置
は
事
件
発
覚
か
ら
一
四
日
間
で
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
措
置
を
児
童

生
徒
側
が
措
置
を
受
け
入
れ
れ
ば
そ
れ
を
学
校
生
活
記
録
簿
へ
記
載
し
た
上
で
終
了
と
な
る
が
、
不
服
の
場
合
再
審
請
求
等
が
な
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
暴
力
を
発
見
し
た
教
員
は
申
告
を
し
た
後
は
、
当
該
児
童
生
徒
の
措
置
に
関
し
て
は
、
厳
格
な
法
適
用
が
求
め
ら
れ
、
担

任
で
あ
っ
て
も
一
切
関
与
し
な
い
。
こ
れ
は
二
〇
一
二
年
の
法
改
正
の
過
程
に
お
い
て
学
校
暴
力
自
治
委
員
会
や
、
学
校
の
裁
量
を
認

容
し
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
他
方
で
自
治
委
員
会
の
委
員
は
、
措
置
を
決
定
す
る
際
に
は
時
間
的
・
精
神
的
に
多
大

な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
あ
る
保
護
者
委
員
は
一
旦
会
議
が
開
催
さ
れ
る
と
、
昼
か
ら
夜
ま
で
拘
束
さ
れ
る
の
は

通
常
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
同
じ
親
と
し
て
は
、
あ
ま
り
厳
し
い
措
置
を
す
る
こ
と
に
は
そ
の
負
担
感
が
大
き
い
こ
と
、
近
隣
や
保

護
者
同
士
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
の
状
況
な
ど
を
熟
知
し
て
い
る
と
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
措
置
内
容
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

得
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

第
二
節
　
教
員
の
法
的
責
任

学
校
暴
力
・
学
校
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
教
員
の
責
任
は
刑
事
責
任
、
民
事
責
任
、
行
政
責
任
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
刑
事
責

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）
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任
と
は
社
会
の
法
秩
序
の
維
持
を
目
的
と
し
て
、
国
が
責
任
を
課
す
も
の
で
あ
り
韓
国
に
お
い
て
は
「
職
務
遺
棄
罪
」
が
該
当
す
る
。

こ
れ
は
刑
法
一
二
二
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
公
務
員
の
犯
罪
で
あ
り
「
公
務
員
が
正
当
な
理
由
な
く
そ
の
職
務
遂
行
を
拒
否
し
た
り
、

そ
の
職
務
を
遺
棄
し
た
際
に
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
禁
錮
又
は
三
年
以
下
の
資
格
停
止
に
処
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
職
務

遺
棄
罪
の
成
立
に
は
放
置
し
た
職
務
の
範
囲
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。
職
務
遺
棄
罪
の
「
職
務
」
と
は
、
公
務
員
法
上
の
本
来
の
職
務
ま

た
は
固
有
の
職
務
を
意
味
す
る
。
公
務
員
と
い
う
身
分
関
係
の
た
め
付
随
的
・
必
然
的
に
生
じ
る
す
べ
て
の
職
務
を
含
む
も
の
で
は
な

い
。教
員
は
学
校
暴
力
予
防
の
責
務
や
発
生
時
の
適
切
な
措
置
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、十
分
に
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
直
接
刑
事
処
罰
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
懲
戒
対
象
に
な
る
事
は
あ
る
が
、
刑
法
で
言
う
職
務
遺
棄
罪
は
学

校
暴
力
事
故
ま
で
処
罰
す
る
根
本
的
な
趣
旨
で
は
な
い
と
一
般
的
に
は
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
に
お
い
て
学
校
暴

力
に
対
す
る
問
題
意
識
と
、
教
員
に
対
す
る
不
満
か
ら
学
校
暴
力
発
生
時
の
教
員
に
対
し
、
職
務
遺
棄
罪
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
意
見

が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

民
事
責
任
と
は
、
被
害
者
の
損
害
を
補
償
す
る
損
害
賠
償
責
任
で
あ
る
。
民
法
第
七
五
条
に
よ
れ
ば
、
責
任
能
力
が
な
い
生
徒
を
親

権
者
等
法
定
監
督
義
務
者
に
代
わ
っ
て
監
督
す
る
代
理
監
督
と
し
て
の
責
任
が
教
員
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
規

定
に
よ
る
代
理
監
督
の
責
任
は
、
責
任
無
能
力
者
の
加
害
行
為
の
結
果
に
対
す
る
責
任
に
お
い
て
、
親
権
者
で
あ
る
親
の
責
任
よ
り
も

そ
の
責
任
を
追
及
す
る
た
め
の
要
件
が
比
較
的
限
定
的
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
判
例
で
は
、
こ
の
代
理
監
督
責
任
を
認
め
る
場
合
で
も

学
校
の
教
育
活
動
と
の
密
接
な
関
連
性
、
事
故
発
生
の
予
測
可
能
性
と
事
故
防
止
の
期
待
可
能
性
な
ど
が
存
在
す
る
場
合
に
の
み
教
員

が
生
徒
の
指
導
・
監
督
の
責
任
を
問
わ
れ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
実
際
に
学
校
暴
力
事
故
に
関
連
し
て
は
学
校
の
教
育
活
動
又
は
こ
れ

と
密
接
の
生
活
の
関
係
で
起
こ
っ
た
学
校
暴
力
、
学
校
暴
力
の
事
実
を
知
っ
て
い
た
か
あ
る
い
は
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
こ
と
に
も

か
か
わ
ら
ず
十
分
な
保
護
監
督
義
務
を
履
行
し
て
い
な
い
場
合
に
は
教
員
に
民
法
上
の
損
害
賠
償
責
任
が
問
わ
れ
る
。

84

獨協法学第114号（2021年４月）

― ―



第
三
の
行
政
責
任
と
は
懲
戒
責
任
で
あ
る
。
国
家
公
務
員
法
第
四
八
条
及
び
地
方
公
務
員
法
第
六
九
条
に
基
づ
き
、
公
務
上
の
義
務

違
反
に
つ
い
て
公
務
員
関
係
の
内
部
に
課
せ
ら
れ
る
法
的
制
裁
を
意
味
し
て
い
る
。
学
校
暴
力
事
件
に
関
し
て
は
、
教
員
が
事
件
を
認

知
し
て
も
き
ち
ん
と
報
告
を
し
な
い
場
合
あ
る
い
は
軽
微
な
暴
力
事
件
と
判
断
し
て
迅
速
か
つ
適
法
な
調
査
を
し
て
い
な
い
場
合
に
は

懲
戒
や
行
政
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。

二
．
学
校
暴
力
判
例
の
概
要

第
一
節
　
学
校
暴
力
予
防
法
制
定
前
の
事
例

こ
こ
で
は
二
〇
〇
七
年
に
、
大
法
院
（
最
高
裁
）
に
て
結
審
し
た
二
つ
の
学
校
暴
力
判
決
を
検
討
す
る
。
い
ず
れ
も
事
件
発
生
時
に

は
学
校
暴
力
予
防
法
成
立
前
で
あ
り
、
報
道
も
多
数
為
さ
れ
た
た
め
暴
力
予
防
法
へ
の
影
響
力
は
小
さ
く
な
い
。
事
例
一
は
小
学
校
内

で
発
生
し
た
暴
行
型
い
じ
め
と
被
害
生
徒
の
自
殺
の
間
に
相
当
因
果
関
係
を
認
め
た
事
例
で
あ
り
、
事
例
二
は
中
学
校
で
発
生
し
た
心

理
系
い
じ
め
と
被
害
者
の
自
殺
に
相
当
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。

事
例
一　

二
〇
〇
七
年
四
月
二
六
日
結
審

≪
事
案
の
概
要
≫　

小
学
校
六
年
生
の
Ａ
は
、
二
〇
〇
一
年
三
月
ご
ろ
か
ら
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
ご
ろ
ま
で
の
間
に
同
じ
学
級
の
児
童
か
ら
特
別
な
理
由

も
な
く
、
気
分
が
良
く
な
い
な
ど
の
理
由
で
継
続
的
に
暴
行
や
嫌
が
ら
せ
を
受
け
た
。
具
体
的
な
日
時
場
所
が
明
ら
か
に
な
っ
た
暴
行

は
二
〇
〇
一
年
八
月
ご
ろ
か
ら
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
七
日
ご
ろ
ま
で
七
回
に
上
る
。
二
回
は
休
み
時
間
に
学
校
の
教
室
で
、
四
回
は
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休
み
時
間
に
学
校
の
ト
イ
レ
で
、
最
後
の
一
回
は
学
校
近
く
の
遊
び
場
で
行
わ
れ
て
い
る
。
Ａ
は
暴
行
事
実
を
大
人
に
知
ら
せ
た
ら
殺

す
ぞ
と
言
う
加
害
生
徒
の
脅
迫
の
た
め
事
実
を
言
わ
な
か
っ
た
。
担
任
は
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一
七
日
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
Ａ
が
暴
行

を
受
け
た
と
言
う
話
を
聞
い
て
加
害
生
徒
を
追
求
し
、
初
め
て
継
続
的
に
暴
行
さ
れ
て
い
る
事
実
を
知
る
。
担
任
は
双
方
の
保
護
者
を

学
校
に
呼
び
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
、
原
告
ら
が
加
害
生
徒
を
転
校
さ
せ
た
り
、
他
の
機
関
に
送
致
す
る
な
ど
の
分
離
を
要
求
し
た
が
、

担
任
及
び
校
長
は
「
転
校
な
ど
は
も
う
少
し
見
守
っ
た
後
に
決
定
し
、
ま
ず
は
Ａ
の
親
友
に
よ
っ
て
保
護
し
つ
つ
、
加
害
生
徒
を
徹
底

的
に
指
導
し
た
い
、
学
校
を
信
じ
て
任
せ
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
た
。
二
〇
〇
一
年
九
月
二
五
日
、
原
告
（
母
）
は
暴
行
に
よ
り
Ａ
が
集

中
力
障
害
や
不
安
抑
う
つ
症
状
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
相
談
を
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一
八
日
精
神
科
医

の
診
断
の
結
果
被
害
者
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
で
あ
り
、
治
療
に
加
え
て
（
加
害
者
と
）
分
離
を
さ
せ
る
こ
と
が
良
い
と
さ
れ
た
。
原
告
は
再
々

度
学
校
に
対
し
分
離
を
要
求
し
た
が
拒
否
さ
れ
た
。
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二
九
日
か
ら
一
〇
月
三
〇
日
ま
で
二
泊
三
日
の
修
学
旅
行
が

予
定
さ
れ
、
担
任
が
加
害
生
徒
と
の
隔
離
や
他
の
教
師
に
よ
る
監
督
を
約
束
す
る
こ
と
に
よ
り
Ａ
は
修
学
旅
行
に
出
か
け
た
。
し
か
し

実
際
に
は
普
段
親
し
い
友
人
の
一
人
を
つ
け
て
く
れ
る
以
外
に
は
特
別
な
措
置
を
取
ら
ず
加
害
生
徒
の
近
く
の
部
屋
を
割
り
当
て
、
教

師
が
監
督
も
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
Ａ
は
原
告
母
が
修
学
旅
行
で
の
状
況
に
つ
い
て
、
担
任
に
抗
議
し
た
こ
と
で
二
〇
〇
一
年

一
一
月
二
日
担
任
か
ら
ひ
ど
く
叱
責
さ
れ
、
友
人
か
ら
も
い
じ
め
に
あ
い
、
鬱
状
態
も
よ
り
激
し
く
な
り
精
神
科
の
治
療
を
受
け
る
こ

と
を
拒
否
す
る
に
至
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
一
一
月
一
五
日
学
校
か
ら
帰
宅
し
夕
食
を
終
え
た
後
窓
の
外
へ
飛
び
降
り
、
急
性
硬
膜
下
血

腫
重
症
脳
浮
腫
な
ど
に
よ
り
二
〇
〇
一
年
一
一
月
三
〇
日
死
亡
し
た
。

≪
判
決
要
旨
≫

　

地
方
自
治
団
体
が
設
置
・
運
営
す
る
学
校
の
校
長
や
教
員
は
生
徒
を
保
護
監
督
す
る
義
務
を
有
す
る
。
保
護
監
督
義
務
は
教
育
法
に

基
づ
い
て
学
生
を
親
権
者
等
の
法
的
監
督
義
務
者
に
代
わ
っ
て
監
督
す
る
義
務
と
し
て
、
学
校
内
で
の
児
童
生
徒
の
す
べ
て
の
生
活
関
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係
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
学
校
で
の
教
育
活
動
及
び
こ
れ
に
密
接
不
可
分
の
関
係
の
生
命
関
係
に
属
す
る
教
育
関
係
の
時
と
場
所
、

加
害
者
の
分
別
能
力
、
加
害
者
の
被
害
者
と
の
関
係
、
そ
の
他
を
考
慮
し
て
、
事
故
が
学
校
生
活
に
て
通
常
発
生
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
予
想
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
予
測
可
能
性
（
事
故
発
生
の
具
体
的
危
険
性
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
校
長
や
教
員
は
保
護
・
監
督
義
務
違

反
の
責
任
を
負
う
。

本
件
に
お
い
て
は
、
被
害
生
徒
は
加
害
生
徒
か
ら
数
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
理
由
な
く
暴
行
等
を
受
け
た
結
果
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
な
ど
の
症
状

に
苦
し
み
結
局
自
殺
ま
で
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

加
害
生
徒
等
に
よ
る
暴
行
は
ほ
と
ん
ど
学
校
内
で
の
休
憩
時
間
中
に
行
わ
れ
、
数
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
持
続
さ
れ
、
当
時
の
学
校
内
い

じ
め
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
さ
れ
て
い
た
現
状
に
お
い
て
担
任
は
児
童
生
徒
の
動
向
な
ど
を
よ
り
綿
密
に
把
握
し
て
暴
行
な
ど
を
摘
発

し
て
い
れ
ば
自
殺
と
い
う
結
果
を
事
前
に
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
暴
行
の
事
実
が
摘
発
さ
れ
た
後
で
も
Ａ
の
精
神
的
被
害

状
況
を
過
小
評
価
し
、
保
護
者
か
ら
加
害
生
徒
と
の
隔
離
要
請
を
受
け
て
も
こ
れ
を
拒
絶
し
、
加
害
生
徒
か
ら
反
省
文
と
治
療
費
の
負

担
と
再
発
防
止
の
約
束
を
受
け
る
に
と
ど
ま
る
な
ど
微
温
的
に
対
処
し
、
修
学
旅
行
で
も
特
別
な
措
置
を
取
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り

結
果
的
に
自
殺
に
つ
な
が
る
よ
う
な
原
因
を
提
供
し
た
事
実
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
国
家
賠
償
法
第
二
条
第
一
項
に
よ
り
、
そ
の
所
属

公
務
員
で
あ
る
担
任
及
び
校
長
の
上
記
の
よ
う
な
過
失
に
よ
り
被
害
児
童
生
徒
と
原
告
が
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
が
あ
る
と
判

断
す
る
。

事
例
二　

大
法
院
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
五
日
宣
告

≪
事
案
の
概
要
≫　

被
害
者
Ａ
は
中
学
校
三
年
生
の
女
子
生
徒
、
原
告
は
そ
の
父
母
で
あ
る
。

中
学
校
三
年
生
の
Ａ
は
二
〇
〇
一
年
三
月
ご
ろ
か
ら
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
と
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
友
達
関
係
を
形
成
し
て
き

た
が
、
Ｂ
の
主
導
で
仲
間
外
れ
や
集
団
に
再
度
帰
属
す
る
な
ど
を
繰
り
返
し
二
〇
〇
一
年
夏
ご
ろ
か
ら
口
数
が
少
な
く
憂
鬱
な
姿
を
見
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せ
た
。
同
年
九
月
二
四
日
、
Ａ
の
ペ
ン
ケ
ー
ス
が
な
く
な
り
Ａ
は
Ｂ
ら
が
隠
し
た
も
の
と
誤
解
し
、
謝
罪
を
し
た
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

関
係
が
さ
ら
に
悪
化
し
た
。
九
月
二
六
日
、
Ａ
は
Ｂ
ら
に
従
前
の
関
係
を
要
請
し
た
が
拒
絶
さ
れ
た
。
九
月
二
七
日
、
Ａ
は
原
告
に
対

し
「
い
じ
め
に
遭
っ
て
い
る
、
転
校
さ
せ
て
ほ
し
い
、
死
に
そ
う
だ
」
と
訴
え
た
。
原
告
は
そ
れ
ま
で
Ａ
が
い
じ
め
に
遭
っ
て
い
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
九
月
二
七
日
午
後
、
原
告
が
担
任
に
相
談
を
し
た
が
、
担
任
は
「
本
人
は
よ
く
や
っ
て
い
る
の
で
心
配
を
し
な

い
よ
う
に
」
と
言
っ
た
。
九
月
二
七
日
学
校
帰
り
に
Ｂ
ら
は
Ａ
を
責
め
立
て
た
。
九
月
二
七
日
一
七
時
ご
ろ
、
Ａ
は
自
分
の
家
の
ア
パ
ー

ト
の
一
六
階
か
ら
投
身
自
殺
を
し
た
。

≪
判
決
要
旨
≫

い
じ
め
に
よ
り
被
害
生
徒
が
自
殺
し
た
場
合
に
は
、
自
殺
の
結
果
に
つ
い
て
学
校
の
校
長
や
教
員
の
保
護
監
督
義
務
違
反
の
責
任
を

問
う
た
め
に
は
自
殺
に
至
っ
た
状
況
を
客
観
的
に
見
て
教
師
等
が
予
見
し
又
は
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
社
会
通
念
上
許
容
で
き
な
い
悪
質
か
つ
大
き
な
い
じ
め
が
継
続
さ
れ
、
そ
の
結
果
被
害
生
徒
が
物
理
的
ま
た
は
精
神

的
に
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
予
見
し
、
又
は
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
に
は
被
害
生
徒
が
自
殺
に
至
っ
た

状
況
に
つ
い
て
予
見
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。し
か
し
い
じ
め
の
内
容
が
こ
の
よ
う
な
程
度
で
な
い
場
合
に
は
、

教
員
等
が
い
じ
め
を
予
見
し
、
又
は
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
そ
れ
だ
け
で
被
害
生
徒
の
自
殺
の
予
見
も
可
能
と
は
見
な
す

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
教
員
等
が
い
じ
め
自
体
の
保
護
監
督
義
務
違
反
の
責
任
を
負
担
す
る
事
は
結
論
と
し
て
自
殺
の
結
果
に

対
す
る
保
護
監
督
義
務
違
反
の
損
害
を
負
担
す
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
件
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ペ
ン
ケ
ー
ス
事
件
を
以
っ
て
社
会
通
念
上
許
容
で
き
な
い
悪
質
か
つ
大

き
な
い
じ
め
と
は
判
断
で
き
ず
、
そ
れ
以
前
に
集
団
か
ら
排
除
さ
れ
る
行
為
な
ど
も
頻
繁
で
は
な
か
っ
た
と
解
釈
で
き
、
行
為
の
態
様
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も
暴
力
的
な
方
法
に
よ
ら
ず
無
視
や
仲
間
外
れ
に
す
る
こ
と
が
主
だ
っ
た
。
Ａ
の
行
動
に
つ
い
て
見
て
も
自
殺
前
日
は
制
服
で
は
な
く

黒
の
セ
ー
タ
ー
を
着
て
登
校
す
る
等
不
安
な
姿
を
見
せ
た
点
が
通
常
と
は
異
な
る
行
動
で
あ
る
が
、
遅
刻
や
欠
席
を
せ
ず
家
庭
で
も
特

に
憂
鬱
な
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
点
に
照
ら
し
、
社
会
的
に
い
じ
め
に
よ
る
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
事
件

発
生
当
時
の
担
任
が
自
殺
の
予
見
可
能
性
が
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ａ
と
Ｂ
ら
と
の
間
に
葛
藤
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
を
学
生
時
代
の
交
友
関
係
か

ら
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
日
常
的
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
こ
れ
に
対
す
る
取
り
組
み
を
怠
っ
た
過
失
が
あ
る
と
言
え
る
た
め
、
職

務
上
の
不
法
行
為
で
発
生
し
た
い
じ
め
被
害
に
対
し
て
は
地
方
自
治
団
体
で
あ
る
被
告
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
義
務
が
あ
る
。

第
二
節
　
判
例
分
析

事
例
一
、
二
は
学
校
・
教
員
の
い
じ
め
に
対
す
る
対
策
義
務
を
学
校
が
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
負
う
安
全
保
護
義
務
（
安
全
配
慮
義

務
）
の
一
環
と
し
て
捉
え
、
い
じ
め
被
害
に
対
す
る
学
校
責
任
の
問
題
が
問
わ
れ
る
嚆
矢
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。

（
一
）
校
長
・
教
員
の
安
全
配
慮
義
務
の
根
拠
と
範
囲

前
述
の
よ
う
に
現
行
法
制
に
お
い
て
、
教
員
は
学
校
暴
力
（
含
い
じ
め
）
の
事
後
対
応
は
原
則
的
に
行
わ
な
い
。
そ
れ
以
前
に
お
い

て
は
日
本
と
同
様
に
各
学
校
に
お
い
て
担
任
を
中
心
と
し
て
学
校
暴
力
発
生
後
の
解
決
が
図
ら
れ
て
き
た
。

事
例
一
は
小
学
校
に
お
け
る
暴
行
・
恐
喝
型
い
じ
め
、
事
例
二
は
中
学
校
に
お
け
る
心
理
系
い
じ
め
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
保
護
者
か

ら
の
申
し
出
に
よ
り
教
員
は
認
知
し
て
お
り
、
い
じ
め
の
存
在
に
つ
い
て
争
い
は
な
い
。
認
知
後
の
担
任
の
措
置
は
、
事
例
一
で
は
保

護
者
の
隔
離
要
請
を
拒
絶
し
、
加
害
生
徒
か
ら
の
反
省
文
や
加
害
生
徒
の
保
護
者
に
よ
る
治
療
費
の
負
担
と
再
発
防
止
の
約
束
を
さ
せ
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る
な
ど
微
温
的
に
対
処
し
、
そ
れ
以
降
の
修
学
旅
行
で
も
特
別
な
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
措
置
を
取
ら
ず
、
そ

の
不
作
為
が
自
殺
に
繋
が
っ
た
と
し
て
、
安
全
配
慮
義
務
違
反
を
認
定
し
た
。
事
例
二
で
は
、
保
護
者
か
ら
の
電
話
で
認
知
し
た
も
の

の
、
加
害
生
徒
等
に
一
般
的
な
声
か
け
を
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
安
全
配
慮
義
務
違
反
を
認
定
し
つ
つ
、
自
殺

に
関
す
る
予
見
可
能
性
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
で
自
殺
に
関
す
る
損
害
賠
償
責
任
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
判
旨
に
お
い
て
も
教
員
の
対
応
に
つ
い
て
学
校
暴
力
（
い
じ
め
）
を
、「
過
少
評
価
」
し
、
そ
の
対
策
は
「
微
温
的
」
と

の
評
価
が
な
さ
れ
、
こ
の
こ
と
が
教
員
に
対
応
を
委
ね
な
い
現
行
法
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

（
二
）
教
員
の
安
全
配
慮
義
務
の
根
拠
と
そ
の
範
囲

教
員
の
安
全
配
慮
義
務
に
つ
い
て
は
、
民
法
第
七
五
五
条
が
定
め
る
責
任
能
力
の
な
い
未
成
年
者
を
監
督
す
る
親
権
者
等
法
定
監
督

義
務
者
の
保
護
・
監
督
責
任
は
未
成
年
者
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
が
、
法
定
監
督
義
務
者
に
か
わ
り
保
護
・
監
督
義
務
を
負
担
す
る
教

員
な
ど
の
保
護
監
督
責
任
は
学
校
内
で
の
学
生
の
す
べ
て
の
生
活
の
関
係
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
学
校
で
の
教
育
活
動
と
そ
の
密
接

不
可
分
の
関
係
に
あ
る
生
活
の
関
係
に
限
り
こ
の
よ
う
な
代
理
監
督
が
求
め
ら
れ
る
。
繰
り
返
せ
ば
、
教
員
は
「
学
校
で
の
教
育
活
動

と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
生
活
の
関
係
に
限
っ
て
は
」、「
親
権
者
と
法
定
監
督
義
務
者
の
代
理
と
し
て
、保
護
監
督
義
務
を
負
う
」

と
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
教
育
活
動
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
生
活
範
囲
の
み
を
対
象
と
し
て
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
護
義
務
を
有
す
る
。

教
育
専
門
家
と
し
て
、
よ
り
高
度
な
教
育
専
門
性
を
有
す
る
上
で
の
保
護
義
務
で
な
く
、
通
常
一
般
に
要
請
さ
れ
る
保
護
義
務
が
教
員

の
保
護
義
務
と
な
る
。
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（
三
）	

自
殺
に
つ
い
て
の
予
見
可
能
性

事
例
二
で
は
、
学
校
の
校
長
・
教
員
に
保
護
監
督
義
務
違
反
の
責
任
を
問
う
た
め
に
は
被
害
生
徒
が
自
殺
に
至
っ
た
状
況
を
客
観
的

に
見
て
、
教
員
等
が
予
見
し
、
ま
た
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
一
般
的
な
予
見
可
能

性
の
必
要
性
を
提
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
社
会
通
念
上
許
容
で
き
な
い
悪
質
重
大
な
い
じ
め
が
な
さ
れ
被
害
生
徒
が
ま
た
は
精
神
的
に

窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
予
見
し
又
は
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
に
は
自
殺
に
至
っ
た
状
況
に
つ
い
て
は
予

見
可
能
性
も
あ
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
他
方
い
じ
め
の
内
容
が
そ
の
程
度
ま
で
達
し
て
い
な
い
場
合
に
は
教
員
な
ど
が

い
じ
め
を
予
見
し
又
は
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
被
害
生
徒
の
自
殺
の
予
見
が
可
能
だ
と
み
な
す
こ
と
は
で

き
ず
、
保
護
監
督
義
務
違
反
と
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
悪
質
重
大
な
い
じ
め
に
お
い
て
は
、
い
じ
め
に
つ
い
て
予
見
で
き
れ
ば
自
殺

に
つ
い
て
の
要
件
は
必
要
な
い
（
通
常
損
害
）
が
、
そ
う
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
自
殺
に
つ
い
て
の
予
見
可
能
性
が
求
め
ら
れ
る
と

し
て
い
る
。

予
見
可
能
性
の
判
定
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
、「
重
大
か
つ
深
刻
」
か
否
か
の
判
断
に
お
い
て
は
、
事
例
一
と
二
で
判
断
が
分
か
れ

た
よ
う
に
、
第
一
に
は
い
じ
め
の
対
応
が
「
暴
力
型
」
で
あ
る
か
「
心
理
型
」
で
あ
る
か
の
違
い
、
第
二
に
は
暴
力
の
継
続
性
が
判
断

の
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
か
つ
て
は
日
本
の
判
例
に
お
い
て
も
心
理
型
い
じ
め
が
い
じ
め
事
実
の

認
定
や
、
安
全
配
慮
義
務
違
反
の
判
定
に
大
き
な
障
壁
に
な
っ
て
き
た
こ
と
と
も
共
通
す
る
。
第
三
に
「
重
大
か
つ
深
刻
」
の
判
断
に

お
い
て
、
一
定
程
度
の
期
間
の
継
続
性
や
そ
れ
に
よ
る
心
理
的
ダ
メ
ー
ジ
の
証
明
の
有
無
も
大
き
く
作
用
し
て
い
る
。

学
校
暴
力
対
策
法
以
前
の
学
校
暴
力
関
連
の
二
つ
の
事
例
を
概
観
す
る
限
り
、
学
校
暴
力
判
例
に
お
い
て
は
、
教
員
の
安
全
配
慮
義

務
の
態
様
と
範
囲
が
主
な
射
程
で
あ
っ
た
。

理
論
構
成
上
教
員
は
、
保
護
者
の
監
督
責
任
の
代
位
監
督
者
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
範
囲
は
学
校
教
育
活
動
と
密
接
な
関
連
性
を
有
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す
る
「
場
所
」
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
事
例
一
と
二
を
比
較
す
る
と
教
員
の
損
害
賠
償
責
任
を
認
定
す
る
「
予
見

可
能
性
」
に
つ
い
て
は
、「
重
大
か
つ
深
刻
」
な
場
合
は
不
要
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
「
必
要
」
と
峻
別
さ
れ
、
そ
の
分
水
嶺
は
、
長

期
間
継
続
し
て
学
校
暴
力
を
受
け
続
け
る
「
継
続
性
」
と
、
暴
力
型
い
じ
め
で
あ
る
こ
と
や
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
な
ど
可
視
的
で
あ
る
か
、

で
あ
っ
た
。

第
三
節
　
学
校
暴
力
予
防
法
改
正
後
の
判
例

次
に
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
二
〇
一
二
年
改
正
の
学
校
暴
力
予
防
法
下
で
の
学
校
暴
力
事
件
を
検
討
す
る
。

事
例
三
（
仁
川
地
裁
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
九
日
宣
告
）

≪
事
案
の
概
要
≫

原
告
と
Ａ
は
二
〇
一
四
年
度
に
〇
〇
高
校
一
年
に
在
学
し
て
い
た
生
徒
で
あ
り
、
被
告
は
学
校
で
あ
る
。
本
件
は
、
学
校
暴
力
の
加

害
者
と
さ
れ
た
生
徒
が
、
処
分
取
消
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
五
月
一
一
日
、
原
告
を
含
む
生
徒
九
名
が
携
帯
電
話
の
通

話
ア
プ
リ
で
あ
る
カ
カ
オ
ト
ー
ク
で
訴
外
Ｂ
の
噂
話
を
し
、
そ
れ
を
Ａ
が
、
Ｂ
に
伝
え
た
た
め
Ｂ
と
訴
外
Ｃ
が
喧
嘩
に
な
っ
た
。
原
告

を
含
む
生
徒
九
名
で
、
Ｂ
に
伝
え
た
の
は
Ａ
だ
と
わ
か
り
、
追
及
し
た
。
Ａ
の
母
は
上
記
事
実
を
認
知
し
て
い
た
が
原
告
の
保
護
者
が

再
発
防
止
を
約
束
し
て
終
結
し
た
。
Ａ
は
そ
の
後
原
告
ら
が
継
続
し
て
疎
外
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
三
日
か
ら

一
一
月
二
四
日
ま
で
学
校
に
登
校
せ
ず
、
Ａ
の
母
が
学
校
へ
通
知
し
、
一
一
月
二
四
日
学
校
暴
力
事
件
と
し
て
受
け
付
け
た
。
Ａ
は
、

そ
の
間
自
分
の
友
人
が
一
緒
に
い
る
と
、
原
告
が
そ
の
友
人
を
連
れ
て
行
き
最
終
的
に
は
同
じ
ク
ラ
ス
の
生
徒
た
ち
が
自
分
に
挨
拶
も

せ
ず
目
も
合
わ
さ
な
い
よ
う
に
な
り
、
誤
っ
て
原
告
の
体
操
服
を
床
に
落
と
し
た
と
こ
ろ
、
原
告
が
悪
口
を
言
い
な
が
ら
大
声
を
上
げ

た
。
ま
た
本
人
を
透
明
人
間
の
よ
う
に
扱
っ
た
と
訴
え
た
。
担
任
は
二
〇
一
四
年
一
一
月
ご
ろ
一
年
生
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
を
学
校
暴
力
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実
態
の
調
査
を
匿
名
で
実
施
し
た
が
そ
の
中
に
言
語
暴
力
、
い
じ
め
な
ど
の
学
校
暴
力
を
受
け
る
生
徒
が
い
て
、
そ
の
生
徒
と
は
Ａ
で

あ
り
、
加
害
生
徒
は
原
告
で
あ
る
な
ど
と
記
載
し
た
回
答
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
追
加
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
原
告
が
Ａ
に
悪
口

を
言
っ
て
い
た
と
言
う
趣
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。
学
校
暴
力
対
策
自
治
委
員
会
が
二
〇
一
四
年
一
二
月
三
日
に
開
催
さ
れ
、
Ａ
と
原
告
、

担
任
教
師
の
意
見
を
そ
れ
ぞ
れ
聴
取
し
た
後
、
Ａ
は
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
治
療
と
療
養
す
る
こ
と
と
し
、

原
告
は
書
面
で
の
謝
罪
を
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
二
〇
一
四
年
一
二
月
八
日
、
被
告
は
原
告
に
対
し
こ
の
事
件
の
処

分
を
行
っ
た
。
一
方
で
Ａ
は
、
体
操
服
が
落
ち
て
い
る
の
を
見
て
自
分
に
大
き
な
声
で
悪
口
を
言
っ
た
と
し
て
原
告
を
侮
辱
罪
で
告
訴

し
た
が
、
仁
川
地
方
検
察
庁
富
川
市
庁
は
二
〇
一
五
年
六
月
二
二
日
悪
口
を
Ａ
に
し
た
か
ど
う
か
が
特
定
さ
れ
な
い
た
め
嫌
疑
な
し
の

不
起
訴
処
分
と
し
た
。

≪
判
旨
≫

手
続
き
上
の
瑕
疵
に
つ
い
て
、
行
政
手
続
法
第
二
三
条
第
一
項
は
、
行
政
庁
が
処
分
を
す
る
と
き
は
当
事
者
に
そ
の
根
拠
と
理
由
を

提
示
す
る
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。「
処
分
当
時
に
当
事
者
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
と
理
由
で
処
分
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
十
分
に
知

る
こ
と
が
で
き
そ
れ
に
不
服
の
場
合
そ
れ
以
上
の
行
政
救
済
手
続
き
に
進
む
こ
と
に
何
の
支
障
が
な
か
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
処
分
所
に
処
分
の
根
拠
と
理
由
が
具
体
的
に
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
処
分
が
違
法
な
も
の

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
大
法
院
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
〇
日
宣
告
）
を
引
用
し
、
カ
カ
オ
ト
ー
ク
事
件
以
降
の
一
連
に
つ
い
て

検
証
を
し
、
学
校
暴
力
対
策
自
治
委
員
会
で
も
意
見
を
述
べ
た
事
実
が
認
め
ら
れ
、
原
告
は
こ
れ
に
対
し
学
校
暴
力
が
な
い
と
し
て
こ

の
訴
え
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
違
反
に
対
し
て
こ
の
事
件
の
処
分
が
あ
っ
た
か
知
る
こ
と
が
で
き

た
と
言
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
よ
っ
て
「
こ
の
事
件
の
処
分
は
、
行
政
手
続
法
第
二
三
条
一
項
に
違
反
し
た
と
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
」。
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処
分
事
由
の
存
否
に
つ
い
て
、
学
校
暴
力
対
策
法
第
二
条
第
一
号
は
「
学
校
暴
力
と
は
学
校
内
外
で
の
学
生
を
対
象
に
発
生
し
た
傷

害
、
暴
行
、
監
禁
、
脅
迫
、
略
取
・
誘
引
、
名
誉
棄
損
・
侮
辱
、
恐
喝
、
強
要
・
強
制
的
な
使
い
走
り
や
性
暴
力
、
い
じ
め
、
サ
イ
バ
ー

い
じ
め
、
情
報
通
信
網
を
利
用
し
た
わ
い
せ
つ
・
暴
力
情
報
等
に
よ
り
、
身
体
・
精
神
ま
た
は
財
産
上
の
被
害
を
伴
う
行
為
で
あ
る
と

規
定
し
て
い
る
。
事
実
に
よ
る
原
告
の
行
為
は
侮
辱
、
い
じ
め
等
に
該
当
し
、
そ
れ
に
よ
り
Ａ
が
か
な
り
の
身
体
的
・
精
神
的
被
害
を

被
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
原
告
の
行
為
は
学
校
暴
力
に
該
当
す
る
。

書
面
謝
罪
が
良
心
の
自
由
と
人
格
権
を
侵
害
し
た
か
に
つ
い
て
学
校
暴
力
法
第
一
七
条
第
一
項
に
よ
り
、
自
治
委
員
会
は
被
害
生
徒

の
保
護
と
加
害
生
徒
の
善
導
・
教
育
の
た
め
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
措
置
を
す
る
こ
と
を
学
校
長
に
要
請
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
一
号
で
「
被
害
生
徒
に
対
す
る
書
面
で
の
謝
罪
」
を
規
定
し
て
お
り
こ
の
処
分
は
法
律
に
基

づ
く
処
分
で
あ
る
こ
と
、
書
面
の
内
容
を
強
制
し
て
る
わ
け
で
は
な
く
、
か
な
り
の
自
律
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
に
よ

れ
ば
良
心
の
自
由
と
人
格
権
を
侵
害
す
る
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

事
例
四　

釜
山
地
裁
二
〇
一
六
年
七
月
二
〇
日
宣
告

≪
事
案
の
概
要
≫

原
告
及
び
被
害
生
徒
は
、
被
告
が
運
営
す
る
〇
〇
高
校
二
年
生
に
在
学
中
の
生
徒
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
八
月
二
一
日
、
登
校
時
間

に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
対
し
バ
ス
代
を
貸
し
た
話
を
す
る
過
程
で
被
害
生
徒
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
一
時
間
目
の
授
業
後
の
休
み
時
間
に
ト

イ
レ
で
喧
嘩
を
し
た
。
原
告
は
最
初
に
被
害
生
徒
の
鼻
を
め
が
け
て
頭
突
き
を
し
さ
ら
に
拳
で
殴
る
な
ど
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
被
害

生
徒
は
約
三
週
間
の
治
療
が
必
要
な
鼻
骨
骨
折
や
歯
根
骨
折
等
を
負
っ
た
。
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
八
日
学
校
暴
力
対
策
自
治
委
員
会

が
開
か
れ
、
原
告
に
対
し
学
校
暴
力
予
防
及
び
対
策
に
関
す
る
法
律
第
一
七
条
第
一
項
第
一
号
の
書
面
に
よ
る
謝
罪
、
第
二
号
の
接
触

禁
止
、
第
八
号
の
転
校
、
第
一
七
条
第
三
項
の
特
別
教
育
の
受
講
を
二
〇
時
間
、
第
一
七
条
第
九
項
の
保
護
者
に
対
す
る
特
別
教
育
五
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時
間
を
行
う
こ
と
を
校
長
に
要
請
し
、
被
告
学
校
は
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
九
日
に
こ
の
よ
う
な
措
置
を
通
知
し
た
。

≪
判
旨
≫

二
〇
一
五
年
の
八
月
二
一
日
の
学
校
暴
力
は
非
常
に
深
刻
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
加
え
て
原
告
が
登
校
時
間
の
口
論
で

我
慢
が
で
き
ず
被
害
生
徒
を
再
度
一
時
間
目
の
授
業
後
休
み
時
間
に
訪
ね
て
暴
行
を
す
る
な
ど
暴
力
が
完
全
に
偶
発
的
な
も
の
と
は
言

え
な
い
点
、
被
害
生
徒
は
物
理
的
・
精
神
的
な
被
害
を
被
り
そ
れ
に
よ
り
不
快
感
を
感
じ
原
告
の
転
校
を
望
ん
で
い
る
点
、
被
害
生
徒

の
親
も
被
害
生
徒
が
安
定
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
原
告
の
転
校
を
要
求
し
て
い
る
点
な
ど
を
考
慮
す
る
と
原
告
を

被
害
生
徒
と
分
離
し
被
害
生
徒
の
痛
み
を
多
少
な
り
と
も
軽
減
あ
る
い
は
懸
念
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
懲
戒
を
す
る
必
要

が
あ
る
。

し
か
し
学
校
暴
力
予
防
法
第
一
七
条
第
一
項
及
び
同
法
施
行
令
第
一
九
条
で
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
加
害
生
徒
の
措
置
は
、
加
害

生
徒
が
行
使
し
た
学
校
暴
力
の
深
刻
性
・
持
続
性
・
故
意
、
加
害
生
徒
の
反
省
程
度
、
当
該
措
置
に
起
因
す
る
加
害
生
徒
の
善
導
の
可

能
性
、
加
害
生
徒
と
保
護
者
、
被
害
生
徒
と
保
護
者
の
間
の
和
解
の
程
度
、
被
害
生
徒
が
障
害
を
持
っ
て
い
る
学
生
な
の
か
な
ど
を
総

合
的
に
考
慮
し
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
原
告
の
重
い
懲
戒
の
必
要
性
を
考
慮
し
て
も
、
原
告
に
意
見
陳
述
の
機

会
を
与
え
ず
重
い
措
置
を
下
し
教
育
を
受
け
る
権
利
を
剥
奪
し
た
本
件
は
、
過
度
に
厳
し
く
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
又
は
濫
用
と
判
断

で
き
る
。

事
例
五　

昌
原
地
裁
二
〇
一
九
年
三
月
一
三
日
宣
告

≪
事
案
の
概
要
≫

被
告
学
校
は
二
〇
一
七
年
四
月
七
日
学
校
暴
力
対
策
自
治
委
員
会
を
開
催
し
て
、「
原
告
が
二
〇
一
七
年
三
月
二
三
日
学
校
前
で
、

被
害
者
の
Ａ
に
対
し
て
暴
行
を
加
え
た
」
案
件
に
つ
い
て
審
議
・
議
決
を
行
っ
た
。
被
告
は
、
二
〇
一
七
年
四
月
一
〇
日
こ
の
自
治
委
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員
会
の
議
決
結
果
に
基
づ
き
、
原
告
に
対
し
出
席
停
止
五
日
、
特
別
教
育
一
〇
時
間
、
保
護
者
の
た
め
の
特
別
教
育
四
時
間
を
命
ず
る

処
分
を
行
っ
た
。
原
告
は
こ
の
事
件
の
委
員
会
が
構
成
さ
れ
た
際
、
適
法
な
構
成
手
順
に
従
わ
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
事
件
の
委
員
会

の
議
決
は
無
効
で
あ
り
、
こ
れ
に
伴
う
事
件
の
処
分
も
無
効
な
の
で
、
そ
の
確
認
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

≪
判
旨
≫

学
校
暴
力
予
防
及
び
対
策
に
関
す
る
法
律
第
一
二
条
第
一
項
本
文
は
「
学
校
暴
力
の
予
防
と
対
策
に
関
連
し
た
事
項
を
審
議
す
る
た

め
に
、
学
校
に
自
治
委
員
会
を
置
く
」
と
規
定
し
て
お
り
、
第
一
三
条
第
一
項
は
「
自
治
委
員
会
は
委
員
長
一
人
を
含
む
五
人
以
上

一
〇
人
以
下
の
委
員
で
構
成
す
る
が
、
大
統
領
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
全
体
委
員
の
過
半
数
を
保
護
者
全
体
会
議
で
直
接
選
出
さ

れ
た
保
護
者
代
表
に
委
嘱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
護
者
全
体
会
議
で
の
代
表
選
出
が
困
難
な
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
、

ク
ラ
ス
が
代
表
で
構
成
さ
れ
た
保
護
者
代
表
会
議
で
選
出
さ
れ
た
保
護
者
代
表
に
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
学

校
暴
力
予
防
及
び
対
策
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
一
四
条
第
一
項
第
三
号
は
、
上
記
の
よ
う
に
保
護
者
代
表
を
自
治
委
員
会
委
員
に
過

半
数
、
委
嘱
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
同
法
第
一
七
条
は
加
害
生
徒
の
措
置
に
関
連
し
て
自
治
会
は
、
被
害
生
徒
の
保
護
と

加
害
生
徒
の
善
導
・
教
育
の
た
め
に
加
害
生
徒
に
対
し
て
各
行
各
号
に
該
当
す
る
措
置
を
す
る
こ
と
を
学
校
の
長
に
要
請
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
第
一
項
）、
こ
の
よ
う
な
要
求
は
学
校
の
長
は
一
四
日
間
以
内
に
当
該
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
六
項
）
と

定
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
学
校
暴
力
予
防
法
が
加
害
生
徒
の
行
動
を
自
治
委
員
会
の
要
請
内
容
に
沿
う
よ
う
に
す
る
こ
と
と
し
て
自

治
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
設
定
手
順
に
つ
い
て
明
示
的
に
定
め
て
い
る
理
由
は
、
青
少
年
が
平
和
な
教
育
環
境
で
自
分
の
個
性
を

抑
圧
さ
れ
る
こ
と
な
く
、相
手
を
尊
重
し
自
由
な
教
育
を
受
け
健
康
で
幸
せ
な
市
民
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
学
校
暴
力
を
予
防
す
る
が
、

社
会
生
活
で
は
紛
争
解
決
に
精
通
し
て
お
ら
ず
、
成
長
す
る
過
程
に
あ
た
る
の
で
学
校
の
メ
ン
バ
ー
が
共
感
で
き
る
手
順
と
内
容
的
に

関
連
し
て
学
生
の
望
ま
し
い
成
長
に
貢
献
す
る
教
育
的
な
方
向
に
す
る
た
め
と
解
釈
さ
れ
る
。
学
校
暴
力
に
対
す
る
措
置
は
そ
の
生
徒
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の
将
来
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
す
る
と
学
校
暴
力
に
関
す
る
措
置
の
要
求
権
を
持
つ
自
治
委
員
会
は
、
そ
の
構
成
が
法
令
で
定
め
ら
れ

た
手
順
通
り
に
行
わ
れ
、
学
校
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
民
主
的
正
当
性
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
治
委
員
会
が
こ
の
よ
う
な
適
法
な
手
続

き
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
措
置
要
求
決
定
に
至
る
過
程
で
特
定
の
政
党
等
が
影
響
を
与
え
る
な
ど
違
法
に
介
入
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
自
治
委
員
会
の
要
求
と
そ
れ
に
伴
う
学
校
の
措
置
は
違
法
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
み
る
と
二
〇
一
七

年
保
護
者
の
会
議
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
保
護
者
た
ち
はM

essenger

を
介
し
て
独
自
で
飲
食
店
に
集
ま
っ
て
協
議
し
た
だ
け

で
、
被
告
側
の
公
式
な
開
催
案
内
や
会
議
の
議
題
等
は
通
知
も
な
く
一
部
の
保
護
者
が
出
席
し
そ
の
場
で
保
護
者
会
の
方
針
や
、
こ
の

自
治
委
員
会
の
保
護
者
委
員
は
希
望
者
が
い
な
い
た
め
、仕
方
な
く
そ
の
場
で
推
挙
さ
れ
た
形
式
を
と
り
議
決
し
た
。こ
れ
に
よ
り「
保

護
者
が
民
主
的
意
思
を
陳
述
・
熟
議
す
る
機
会
が
な
い
ま
ま
で
保
護
者
会
で
精
査
さ
れ
た
保
護
者
委
員
は
法
令
で
予
定
し
て
い
る
「
保

護
者
全
体
会
で
適
法
に
成
立
し
た
保
護
者
代
表
」
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。」
本
件
自
治
委
員
会
の
構
成
は
学
校
の
暴
力
予
防
法

令
に
違
反
し
て
お
り
、
本
件
関
連
法
令
の
規
定
と
趣
旨
に
照
ら
し
本
委
員
会
の
保
護
者
委
員
が
保
護
者
全
体
の
意
思
に
よ
っ
て
選
出
さ

れ
た
も
の
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
自
治
委
員
会
の
保
護
者
委
員
の
選
定
、
手
続
が
無
効
で
あ
る
以
上
、
委
員

会
の
違
法
な
議
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
行
わ
れ
た
こ
の
事
件
処
分
も
無
効
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

第
四
節
　
争
点
の
分
析

（
一
）	

損
害
賠
償
請
求
か
ら
処
分
の
取
消
へ

事
例
一
、
二
は
い
じ
め
自
殺
事
案
、
事
例
三
、
四
、
五
は
処
分
取
消
訴
訟
で
あ
り
、
出
訴
者
が
前
者
は
学
校
暴
力
被
害
者
、
後
者
が

学
校
暴
力
加
害
者
で
あ
る
。
そ
の
た
め
厳
密
な
比
較
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
教
育
行
政
論
的
観
点
か
ら
は
有
益
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。
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加
害
者
の
側
か
ら
の
処
分
取
消
訴
訟
が
学
校
暴
力
判
例
の
主
流
と
な
っ
た
理
由
は
、
事
例
三
の
訴
え
の
利
益
に
表
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
初
・
中
等
教
育
法
第
二
五
条
第
一
項
は
、「
学
校
の
長
は
、
生
徒
の
学
業
成
績
と
人
格
な
ど
を
総
合
的
に
観
察
・
評
価
し
て
、

学
生
指
導
や
上
級
学
校
の
学
生
選
抜
に
活
用
で
き
る
資
料
（
学
校
生
活
記
録
簿
と
い
う
。）
を
教
育
部
令
で
定
め
る
基
準
に
基
づ
い
て

作
成
・
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
第
六
号
に
「
行
動
特
性
と
の
総
合
意
見
」
を
定
め
、
同
法
施
行
規
則
第
二
一
条
第

一
項
第
六
号
は
学
生
に
対
し
て
学
校
暴
力
予
防
法
第
一
七
条
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
内
容
を
規
定
し
記
録
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

周
知
の
通
り
、
韓
国
は
厳
し
い
受
験
競
争
が
社
会
問
題
化
し
て
お
り
、
そ
の
緩
和
の
た
め
生
活
記
録
簿
の
入
学
者
選
抜
で
の
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
の
大
学
基
準
協
会
は
、
大
学
入
学
者
選
抜
で
の
生
活
記
録
簿
の
活
用
を
表
明
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
処
分
そ
の
も
の
よ
り
、
処
分
事
実
の
学
校
生
活
記
録
簿
掲
載
が
そ
の
後
の
不
利
益
と
な
る
た
め
、
処
分
の
取
り
消
し
を
求

め
出
訴
し
て
い
る
こ
と
が
予
測
で
き
る
。

（
二
）	

手
続
的
瑕
疵
と
処
分
取
消

処
分
取
消
の
手
段
は
手
続
き
的
瑕
疵
の
主
張
で
あ
る
。
例
え
ば
事
例
三
は
、（
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
）
処
分
事
由
等
の
書
面

提
示
が
な
か
っ
た
こ
と
、
事
例
五
に
お
い
て
は
措
置
を
決
定
す
る
学
校
暴
力
対
策
自
治
委
員
会
の
構
成
が
民
主
的
正
統
性
を
欠
き
、
偶

発
的
に
組
織
さ
れ
た
委
員
会
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
措
置
の
取
り
消
し
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

韓
国
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
教
育
自
治
」
制
度
に
よ
り
、
教
育
施
策
の
地
方
分
権
や
学
校
の
自
律
的
運
営
の
制

度
化
が
急
速
に
進
行
し
、
住
民
や
保
護
者
に
よ
る
政
策
決
定
過
程
へ
の
正
統
的
参
加
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
事
例
五
は
そ
の
正
統
性
が

担
保
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
措
置
に
つ
い
て
は
判
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
取
り
消
し
と
な
っ
て
お
り
、
民
主
的
正
統
性
の
重
視
が
措
置
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の
正
当
性
よ
り
も
重
視
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
判
例
の
蓄
積
は
、
学
校
に
対
し
て
手
続
き
を
遵
守
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
も
の
の
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
保
護
者
委
員

に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

三
．
韓
国
に
お
け
る
学
校
暴
力
法
制
の
論
点

（
一
）
学
校
暴
力
対
策
法
制
定
の
効
果

学
校
暴
力
予
防
法
制
定
の
効
果
は
、
第
一
に
学
校
暴
力
発
生
時
の
迅
速
な
調
査
と
措
置
を
学
校
に
義
務
付
け
た
こ
と
、
第
二
に
隠
蔽

や
不
当
な
懲
戒
処
分
を
回
避
す
る
た
め
、
外
部
者
（
保
護
者
等
）
が
過
半
数
を
占
め
る
自
治
委
員
会
設
置
を
通
じ
て
、
学
生
懲
戒
に
民

主
的
正
統
性
を
担
保
し
た
点
で
あ
る
。
一
四
日
間
で
必
ず
措
置
を
実
施
す
る
と
い
う
規
定
は
学
校
や
自
治
委
員
会
に
と
っ
て
は
相
当
の

負
担
に
な
る
が
、
迅
速
な
被
害
者
救
済
は
さ
ら
な
る
被
害
を
防
止
す
る
と
い
う
肯
定
的
側
面
を
有
す
る
。
ま
た
、
措
置
決
定
に
際
し
て

外
部
者
が
多
数
を
占
め
る
自
治
委
員
会
で
の
措
置
決
定
は
学
校
側
の
「
微
温
的
な
」
対
応
や
事
件
の
隠
蔽
を
防
止
す
る
意
味
で
は
評
価

し
う
る
。
ま
た
、
官
僚
の
（
こ
こ
で
は
教
員
）
独
善
や
当
事
者
の
阻
害
を
防
止
し
、
民
主
的
意
思
決
定
を
追
求
す
る
教
育
自
治
の
理
念

か
ら
も
肯
定
し
う
る
。し
か
し
な
が
ら
、判
例
の
蓄
積
に
よ
る
理
論
の
精
緻
化
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
二
〇
〇
七
年
当
初
か
ら
始
ま
っ

た
教
員
の
安
全
配
慮
義
務
や
、
学
校
暴
力
と
自
殺
の
予
見
可
能
性
に
つ
い
て
の
理
論
的
展
開
の
停
滞
と
い
う
帰
結
を
も
た
ら
し
た
。

（
二
）
教
育
措
置
の
違
法
性
か
ら
手
続
き
的
瑕
疵
へ

事
例
一
か
ら
五
の
比
較
を
通
し
て
、
学
校
暴
力
裁
判
の
射
程
が
教
員
の
教
育
行
為
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
か
ら
学
校
暴
力
措
置
決
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定
を
め
ぐ
る
手
続
き
的
正
統
性
に
変
化
し
た
。
措
置
ま
で
一
四
日
間
と
い
う
短
期
間
で
、
外
部
人
材
中
心
の
委
員
会
で
の
措
置
決
定
は

学
校
・
委
員
会
に
と
り
多
大
な
負
担
で
あ
る
ゆ
え
に
何
ら
か
の
手
続
き
的
瑕
疵
が
生
じ
や
す
い
。
よ
っ
て
学
校
生
活
記
録
簿
へ
の
記
載

を
回
避
し
た
い
加
害
者
側
、
措
置
に
不
満
の
あ
る
被
害
者
側
双
方
か
ら
裁
判
が
提
起
さ
れ
、
教
育
措
置
の
妥
当
性
を
議
論
す
る
こ
と
の

な
い
「
訴
訟
爆
発
」
現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

終
わ
り
に

韓
国
の
学
校
暴
力
法
制
と
判
例
を
概
観
し
て
き
た
。
学
校
暴
力
に
関
す
る
教
育
的
措
置
の
法
化
は
む
し
ろ
学
校
暴
力
に
関
す
る
措
置

の
あ
り
方
を
議
論
す
る
場
を
消
失
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
二
〇
二
〇
年
法
は
大
胆
な
法
改
正
を
提
示
し
た
。
主
な
内
容
は

学
校
暴
力
自
治
委
員
会
の
廃
止
、
軽
微
な
学
校
暴
力
事
案
は
校
長
独
自
の
措
置
が
可
能
に
な
り
、
同
じ
く
軽
微
な
事
案
は
学
校
生
活
記

録
簿
に
記
載
し
な
い
な
ど
学
校
裁
量
の
余
地
が
生
じ
た
。
ま
た
、
懲
罰
的
対
策
か
ら
回
復
的
司
法
も
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
今
後
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

（
１
）　

市
川
須
美
子
（
二
〇
一
八
）（「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
と
い
じ
め
裁
判
の
現
段
階
」、『
獨
協
法
学
』
一
〇
五
号
、
二
一
―
四
二
頁

（
２
）　

김
연
천
ら
（
二
〇
一
二
） 「
현
행 

학
교
폭
력 

관
련
법
제
의 
문
제
점 

및 

개
선
방
안
」（
キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ョ
ン
ら
「
現
行
の
学
校
暴
力
関
連
法
制

の
問
題
点
と
改
善
策
」）『
法
教
育
研
究
』
第
七
巻
第
二
号
二
九
―
五
八
頁

（
３
）　

이
대
성
（
二
〇
一
二
）
판
례
를 

통
해
서 

본 

학
교
폭
력
사
고
에 

대
한 
교
사
의 

법
적 

책
임
（
イ
・
デ
ソ
ン
「
判
例
か
ら
み
た
学
校
暴
力
事
故
に

対
す
る
教
師
の
法
的
責
任
」）『
教
育
法
学
研
究
』
第
二
四
巻
一
号
、
九
九
―
一
二
九
頁

（
４
）　

澤
田
浩
之
（
二
〇
一
〇
）「
韓
国
に
お
け
る
学
校
暴
力
予
防
法
改
正
と
今
後
の
課
題
」『
広
島
修
大
論
集
』
五
〇 （
二
）
一
三
三
―
一
四
九
頁

（
22
）
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（
５
）　

小
島
優
生（
二
〇
一
八
）『「
道
徳
の
教
科
化
」と
い
じ
め
対
策
法
―
日
韓
比
較
か
ら
』『
獨
協
大
学
国
際
教
養
学
部
マ
テ
シ
ス
・
ウ
ェ
ル
サ
リ
ス
』

第
一
九
巻
第
二
号
一
五
三
―
一
六
九
頁　

七

（
６
）　

小
島
優
生
（
二
〇
一
九
）「
学
校
教
育
活
動
の
「
外
」
現
象
に
関
す
る
東
ア
ジ
ア
比
較
研
究
―
い
じ
め
・
学
校
暴
力
対
策
法
制
の
展
開
を
中
心
に
」

（
資
料
抄
訳
）、『
獨
協
大
学
国
際
教
養
学
部
マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
サ
リ
ス
』
第
二
一
巻
第
一
号
一
八
一
―
一
九
七
頁

（
７
）　

報
道
で
は
、
警
察
庁
は
二
〇
一
三
年
現
在
で
学
校
暴
力
を
専
門
に
担
当
す
る
学
校
担
当
警
察
官
は
、
六
八
一
人
（
警
察
官
一
人
が
一
六
〜
一
七

校
を
担
当
）
で
あ
り
、
今
後
二
〇
一
六
年
ま
で
八
一
人
ず
つ
を
増
員
し
て
青
少
年
心
理
に
つ
い
て
専
門
知
識
を
備
え
た
危
機
的
状
況
に
あ
る
青
少

年
の
円
滑
な
相
談
・
教
育
に
優
れ
た
人
材
を
迎
え
入
れ
て
児
童
・
児
童
生
徒
目
線
に
立
っ
て
学
校
暴
力
に
対
応
す
る
計
画
を
発
表
し
て
い
る
。（
警

察
庁
、
二
〇
一
三
年
二
月
一
〇
日
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
）

（
８
）　

二
〇
一
二
年
大
邱
で
発
生
し
た
「
中
学
生
自
殺
事
件
」
の
加
害
生
徒
た
ち
に
実
刑
が
確
定
し
た
。
大
法
院
刑
事
三
部
は
、
同
じ
学
級
の
生
徒
を

常
習
的
に
自
殺
に
至
ら
せ
た
容
疑
（「
暴
力
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
」
違
反
）
で
起
訴
さ
れ
た
中
学
生
（
一
五
歳
）
に
対
し
て
懲
役
長
期

で
三
年
六
ヶ
月
短
期
で
二
年
を
言
い
渡
し
た
。
刑
法
は
少
年
犯
に
限
り
一
定
の
範
囲
を
定
め
た
非
定
期
刑
を
宣
告
で
き
る
。
彼
ら
は
刑
期
間
中
、

誠
実
に
生
活
す
れ
ば
短
期
間
の
方
だ
け
を
服
役
し
て
出
所
で
き
る
。（m

.law
tim

es.co.kr/Content/A
rticle?serial=65359 

）
最
終
閲
覧
日
：

二
〇
二
一
年
二
月
八
日

（
９
）　

이
가
영
（
二
〇
一
九
）
회
복
적 

정
의 

관
점
에
서 
본 
학
교
폭
력 

사
안
처
리 

실
태 

및 

개
선 

방
안
：
Ａ 

지
역
의 

Ｆ
Ｇ
Ｉ 

분
석
과 

Ｊ
중
학
교
의 

사
례
분
석
을 

중
심
으
로
（
イ
・
ガ
ヨ
ン
「
回
復
的
正
義
の
観
点
か
ら
見
た
学
校
暴
力
事
案
の
処
理
の
実
態
と
改
善
策
：
Ａ
地
域
の
Ｆ
Ｇ
Ｉ
分
析
と

Ｊ
中
学
校
の
事
例
分
析
を
中
心
に
」）『
教
育
法
学
研
究
』
第
三
一
巻
二
号
四
一
―
七
二
頁

（
10
）　

韓
国
で
は
、
学
校
種
を
問
わ
ず
「
学
生
」
と
呼
称
す
る
が
、
こ
こ
で
は
本
法
の
適
用
対
象
で
あ
る
「
学
校
」
は
小
・
中
・
高
校
等
を
指
す
と
し

て
い
る
た
め
「
児
童
生
徒
」
と
翻
訳
し
て
い
る
。

（
11
）　

김
성
태
（
二
〇
一
五
） 

학
교
폭
력
예
방
법
에 

대
한 

고
찰 - 

법
적
용 
실
제
에 

있
어
서
의 

문
제
를 

중
심
으
로 – 

（
キ
ム
・
ソ
ン
デ
「
学
校
暴
力

予
防
法
に
対
す
る
考
察
―
法
の
適
用
実
態
に
お
け
る
問
題
を
中
心
に
」）『
公
益
法
学
』
第
一
六
巻
三
号
六
一
一
―
六
三
六
頁

（
12
）　

김
간
석
（
二
〇
一
八
） 

김
간
석
（
二
〇
一
八
）
소
년
법
을 

통
해
서 

본 

학
교
폭
력
예
방
법
의 

문
제
점
과 

개
선
방
안
（
キ
ム
・
ガ
ン
ソ
ク
「
少

年
法
を
通
し
て
見
る
学
校
暴
力
予
防
法
の
問
題
点
と
改
善
方
案
」）『
教
育
法
学
研
究
』
第
三
〇
巻
二
号
一
―
一
八
頁 

（
13
）　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
教
育
支
援
庁
傘
下
の
Ｗ
Ｅ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
（
各
学
校
で
は
指
導
・
改
善
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
た
め
に
第
二
次
相
談
機
関
で
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あ
る
。
第
一
次
相
談
機
関
は
学
校
内
に
あ
る
相
談
室
で
あ
る
。）
ま
た
は
、
地
方
自
治
体
内
の
青
少
年
相
談
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
教
育
を
実
施
す
る
。 

（
14
）　

장
사
형
、
김
광
수
（
二
〇
一
六
）
학
교
폭
력
문
제 

대
용
에 

대
한 

교 

육
적 

고
찰
：
학
교
폭
력
자
치
위
원
회 

의 

운
영
을 

중
심
으
로 

교
육
과
학

제
六
〇
집
一
四
一
―
一
四
六
頁 

（
チ
ャ
ン
・
サ
ヒ
ョ
ン
、
キ
ム
・
グ
ァ
ン
ス 

「
学
校
暴
力
問
題
対
応
に
対
す
る
教
育
的
考
察
：
学
校
暴
力
自
治
委

員
会
の
運
営
を
中
心
に
」『
教
育
科
学
』
第
六
〇
集
） 

（
15
）　

実
際
、
二
〇
一
八
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
学
校
生
活
記
録
簿
へ
の
記
載
が
な
か
っ
た
二
〇
一
二
年
春
よ
り
、
二
〇
一
三
年
の
調
査
の
方
が
学
校
暴

力
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
児
童
生
徒
の
割
合
が
一
二
・
三
％
か
ら
二
・
二
％
へ
、
人
数
で
は
一
七
二
、〇
〇
〇
人
か
ら
九
四
、〇
〇
〇
人
と
激
減
し

て
お
り
、
抑
止
効
果
は
一
定
程
度
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
16
）　

学
校
生
活
記
録
簿
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
の
裁
判
動
向
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
박
주
형
ら
（
二
〇
一
三
） 

학
교
폭
력 

사
안
의 

학
교
생
활
기

록
부 

기
재
에 

관
한 
법
적
쟁
점 

분
석
（
パ
ク
・
ジ
ュ
ヒ
ョ
ン
ら
「
学
校
暴
力
事
案
の
学
校
生
活
記
録
簿
の
記
載
に
関
わ
る
法
的
争
点
の
分
析
」）

教
育
法
学
研
究
第
二
五
巻
一
号
一
二
九
―
一
五
〇
頁
が
あ
る
。
大
ま
か
に
言
え
ば
、
規
則
に
よ
り
国
は
地
方
教
育
庁
に
対
し
て
記
載
を
命
じ
て
い

る
が
、
韓
国
で
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
の
教
育
自
治
以
降
、
国
と
対
立
す
る
革
新
教
育
監
（
日
本
で
の
教
育
長
に
該
当
す
る
が
、
住
民
の
選
挙
に
よ
っ

て
選
出
さ
れ
る
点
が
異
な
る
。）
が
多
数
誕
生
し
独
自
の
教
育
政
策
を
実
施
し
、
中
央
と
対
立
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

（
17
）　

日
本
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
あ
た
る
。
日
本
と
同
様
に
通
学
路
の
指
導
や
給
食
の
手
伝
い
な
ど
学
校
の
支
援
も
行
う
が
、
他
方
で
代
表
者
は
「
学
校
運

営
委
員
会
」
の
委
員
と
な
り
学
校
の
運
営
に
関
し
て
審
議
（
実
際
に
は
限
り
な
く
議
決
に
近
い
）
も
行
う
。

（
18
）　

学
校
暴
力
に
関
す
る
調
査
を
行
う
校
内
組
織
。
分
掌
に
よ
っ
て
学
校
暴
力
担
当
（
専
担
教
員
）
と
な
っ
た
教
員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
。

（
19
）　

教
員
に
は
学
校
暴
力
を
発
見
し
た
、
あ
る
い
は
申
告
を
受
け
た
際
に
校
長
や
専
担
教
員
に
申
告
す
る
こ
と
だ
け
が
義
務
と
な
っ
て
い
る
。

（
20
）　

教
員
が
関
与
し
な
い
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
筆
者
ら
の
調
査
に
よ
れ
ば
「
組
合
（
全
教
組
）
の
影
響
に
加
え
、
学
校
暴
力

が
保
護
者
同
士
の
争
い
に
な
る
か
ら
」（
二
〇
一
九
年
四
月
三
〇
日
韓
国
刑
事
政
策
院
研
究
員
김
한
균
氏
）、
ま
た
「
あ
ま
り
に
負
担
が
多
い
た
め

教
員
ら
も
忌
避
し
た
」（
同
年
四
月
二
九
日
한
남
大
学
校
教
授
박
미
랑
氏
）
が
挙
げ
ら
れ
た
（
二
〇
一
八
年
度
獨
協
大
学
国
際
共
同
研
究
『
学
校

教
育
活
動
の
「
法
化
」
現
象
に
関
す
る
東
ア
ジ
ア
比
較
研
究
―
い
じ
め
・
学
校
暴
力
対
策
法
制
の
展
開
を
中
心
に
』（
研
究
代
表
者
：
川
村
肇
）

に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
）。

（
21
）　

同
右
筆
者
ら
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
二
〇
一
九
年
四
月
二
九
日
実
施
に
よ
る
。
保
護
者
で
あ
る
調
査
対
象
者
は
二
名
と
も
母
親
で
、
近
隣
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で
あ
る
た
め
被
害
者
・
加
害
者
家
庭
を
熟
知
し
て
お
り
そ
の
情
報
が
措
置
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
話
し
た
。
他
方
の
対
象
者
は
、
同
じ
母
と

し
て
退
学
や
転
校
な
ど
は
な
か
な
か
い
う
こ
と
が
で
き
ず
、
む
し
ろ
措
置
を
軽
減
す
る
よ
う
な
発
言
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。

（
22
）　

改
正
法
に
つ
い
て
は
、
이
정
민
（
二
〇
二
〇
）
개
정 

학
교
폭
력
예
방
법
의 

운
영
방
향 

한 

국
형
사
정
책
학
회 

형
사
정
책
三
二
권
二
호 

二
七
―

六
四
頁
（
イ
・ 

ジ
ョ
ン
ミ
ン
「
改
定
学
校
暴
力
対
策
法
の
運
営
方
法
」『
韓
国
刑
事
政
策
学
会 

刑
事
政
策
』
三
二
巻
二
号
） 

謝
辞　

市
川
須
美
子
教
授
に
は
筆
者
が
学
生
の
頃
よ
り
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
き
た
。
精
緻
な
論
理
構
成
の
背
景
に
あ
る
当
事
者
へ
の

深
く
、
あ
た
た
か
な
ま
な
ざ
し
は
、
そ
の
ま
ま
先
生
の
お
人
柄
と
重
な
り
、
厳
し
い
指
導
の
中
に
女
性
研
究
者
へ
の
エ
ー
ル
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。
本
研
究
は
先
生
と
ご
一
緒
し
た
二
〇
一
八
年
度
獨
協
大
学
国
際
共
同
研
究
「
学
校
教
育
活
動
の
法
化
現
象
に
関
す
る

東
ア
ジ
ア
比
較
研
究
―
い
じ
め
・
学
校
暴
力
法
制
の
展
開
を
中
心
に
」
で
の
研
究
成
果
で
も
あ
る
。
ご
退
職
に
あ
た
り
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
る
。
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